
令和３年３月 29 日 

新 潟 県 
 

対照期間の見直しについて 
 

環境放射線監視調査では、柏崎刈羽原子力発電所からの影響を確認するため、

調査結果と対照期間の測定値とを比較して評価している。 

平成 23年 3月の福島第一原子力発電所事故（福島事故）により、新潟県内でも

空間放射線量率の上昇や環境試料からの放射性セシウムの検出等の影響が見られ

たことから、柏崎刈羽原子力発電所からの影響を適切に評価するため、対照期間

を以下のとおり見直してきた。 
 

１ これまでの見直し 

（１）平成 23年度以前 

①原子力発電所運転開始前の事前調査期間の測定値 

②評価年度の直近５カ年の測定値 

（例）評価年度が平成 22、23 年度の場合 

 

 

 

 

 

（２）平成 24年度～平成 28年度 

福島事故による影響を除くため、直近５カ年を事故前５カ年（平成 17～21

年度）の測定値に固定した。 

①事前調査期間  ②事故前５カ年（H17～21） 

（例）評価年度が平成 28年度の場合 

（３）現在（平成 29年度以降） 

第 68回評価会議（H30.3）において、福島事故による影響が限定的になっ

てきたことから、平成 28年度以降の測定値を直近として追加することとし、

直近の測定値が５年分（H28～R2）得られた時点で、事故前５カ年を除くなど

の見直しを行うこととした。 

①事前調査期間  ②事故前５カ年（H17～21）  ③直近（H28～） 

（例）評価年度が令和１、２年度の場合 

 

 

 

 

 

 

その他資料 No.2 
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① ②
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２ 今後の対応 

次回の評価会議での令和２年度調査結果報告で、直近の測定値が５年分得ら

れることから、対照期間の見直しについても併せて報告する。 

（例）対照期間から事故前５カ年を除いた場合（評価年度：令和３、４年度） 
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対照期間から除外

調査年度

： 評価年度 ：対照期間


